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第２53号

令和６年７月５日 4令和６年７月５日

会費収入（10,541）

基金・積立預金取崩収入（508）

雑収入（39） 

受取利息配当金（613） 

事業収入（1,038）

法人運営事業
（35,680）

小地域ネットワーク活動
推進事業（21,300）障害者福祉事業

（24,488）

ボランティアセンター
運営事業（2,468）

共同募金事業（6,905）
その他事業費（1,271）

地区福祉委員会活動
推進事業（7,528）権利擁護事業（12,793）

生活困窮者関連事業
（6,868）

いきいきネット相談
支援センター運営事業
（22,467）

児童福祉事業
（19,815）

高齢者福祉
推進事業
（21,034）

サービス区分間繰入（17,675）
その他の活動による収入（14,451）

前期末支払資金残高（2,035）

受託金（90,195）
うち貝塚市から（75,274）

経常経費補助金（44,735）
うち貝塚市から（32,830）

寄付金（497）障害福祉サービス
等事業（290）

「魅力かがやき あたたかい
　　　絆のあるまち」をめざして

６月10日に理事会、６月26日に評議員会を開催し、令和５年度事業報告・決算を
認定しました。

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

 

見
守
り
、
声
か
け
な
ど
の
個
別

援
助
を
７
９
５
７
回
実
施
。
ま

た
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
な
ど
グ

ル
ー
プ
援
助
を
７
６
２
回
実
施
。

地
区
福
祉
委
員
会
活
動

○
統
一
テ
ー
マ
の
推
進

　
①
献
血
事
業…

10
校
区
16
回

　
②
独
自
ふ
れ
あ
い
訪
問

　
　

…

９
校
区
24
回 

　
③
機
関
紙
の
発
行

　
　

…

９
校
区
34
回

○
メ
ニ
ュ
ー
事
業
の
推
進

　
①
青
少
年
分
野
研
修
会

　
　

…

２
校
区

　
②
人
権
分
野
研
修
会

　
　

…

２
校
区

　
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

　
　

…

２
校
区

　
④
そ
の
他
分
野…

５
校
区

ふ
れ
あ
い
訪
問
事
業

　

地
区
福
祉
委
員
会
の
協
力

で
、
市
内
約
１
８
１
名
の
ひ
と

　

ま
た
ま
た
、

ニ
ュ
ー
ヒ
ー

ロ
ー
が
日
本
に

誕
生
だ
。
大

リ
ー
ガ
ー
ド

ジ
ャ
ー
ス
の
大

谷
翔
平
選
手
に
続
い
て
、
大
相

撲
夏
場
所
を
12
勝
３
敗
で
初
優

勝
し
た
新
小
結
大
の
里
関
だ
。

初
土
俵
か
ら
僅
か
７
場
所
目
で

初
優
勝
を
飾
っ
た
大
の
里
。
１

年
前
に
初
土
俵
を
踏
ん
だ
力
士

が
賜
杯
を
抱
く
と
い
う
、
想
像

す
ら
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
現

実
に
な
っ
た
。
大
相
撲
史
に
輝

く
金
字
塔
を
打
ち
立
て
た
大
の

里
は
、
石
川
県
出
身
の
23
歳
。

身
長
１
メ
ー
ト
ル
92
セ
ン
チ
、

体
重
１
８
１
キ
ロ
の
恵
ま
れ
た

体
を
生
か
し
た
圧
力
を
か
け
た

押
し
相
撲
が
持
ち
味
◆
厚
生
労

働
省
は
、
令
和
５
年
の
人
口
動

態
統
計
を
発
表
し
た
。
一
人
の

女
性
が
生
涯
に
産
む
子
ど
も
の

数
を
示
す
合
計
特
殊
出
生
率
は

１
．
２
０
と
な
り
、
過
去
最
低

を
更
新
し
た
。
１
年
間
に
生
ま

れ
た
子
ど
も
の
数
（
出
生
数
）

も
72
万
７
２
７
７
人
で
過
去
最

少
。
出
生
率
と
出
生
数
は
と
も

に
８
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
た
。
出
生
数
か
ら
死
亡
数

を
引
い
た
人
口
の
自
然
増
減
は

84
万
８
６
５
９
人
の
減
で
、
過

去
最
大
の
減
少
幅
を
記
録
し

た
。
自
然
増
減
の
減
少
は
17
年

連
続
。
第
１
子
を
出
産
し
た
時

点
の
女
性
の
平
均
年
齢
は
３

１
．
０
歳
に
上
昇
し
て
過
去
最

高
水
準
と
な
り
晩
婚
化
が
一
層

進
ん
だ
。
少
子
化
と
人
口
減
少

の
問
題
は
、
背
景
に
は
経
済
的

不
安
を
理
由
に
結
婚
や
出
産
を

諦
め
る
ケ
ー
ス
の
増
加
が
あ

り
、
出
産
後
の
仕
事
と
家
庭
の

両
立
に
も
な
お
課
題
が
残
る
◆

さ
あ
７
月
は
名
古
屋
場
所
が
始

ま
る
。
子
ど
も
に
夢
を
お
年
寄

り
に
希
望
を
、
新
関
脇
大
の
里

の
活
躍
が
今
か
ら
楽
し
み
だ

な
ぁ
。
（
Ｍ
）

照 準

手
話
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
で
楽
し

み
な
が
ら
自
然
に
身
に
つ
く
よ

う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
木
曜
日
の
交
流
会
は
、
机
の

上
で
の
学
習
か
ら
離
れ
、
聴
覚

障
害
者
と
自
由
に
お
し
ゃ
べ
り

す
る
実
践
の
場
で
す
。
手
話
に

身
振
り
を
ま
じ
え
た
楽
し
い
会

話
が
飛
び
か
い
ま
す
。

　
サ
ー
ク
ル
で
は
手
話
の
学
習

だ
け
で
な
く
、
聴
覚
障
害
者
の

社
会
参
加
や
生
活
向
上
、
よ
り

深
い
理
解
を
求
め
る
署
名
活
動

や
イ
ベ
ン
ト
参
加
等
の
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
熊
取

町
の
重
複
聴
覚
障
害
者
施
設

「
な
か
ま
の
里
」
利
用
者
の
お

買
い
物
お
手
伝
い
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
大
切
な
活
動
で
す
。

　

「
手
話
奉
仕
員
養
成
講
習

会
」
終
了
後
に
入
会
し
手
話
の

学
習
を
続
け
て
い
る
会
員
、
貝

塚
市
に
手
話
通
訳
者
と
し
て
登

手
話
サ
ー
ク
ル　

「
さ
く
ら
貝
」　

日
垣　
正
美　

　

手
話
サ
ー
ク
ル
「
さ
く
ら

貝
」
は
現
在
会
員
数
27
名
で
、

貝
塚
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

で
毎
週
火
・
木
曜
日
の
午
後
１

〜
３
時
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
火
曜
日
の
例
会
は
、
手
話
の

表
現
・
読
み
取
り
の
学
習
や
、

貝塚市からの主な補助金・受託金
一般運営費
小地域ネットワーク活動推進事業費
日常生活自立支援事業費
ふれあい喫茶運営
ふれあい訪問
コミュニティソーシャルワーカー配置促進事業
生活支援コーディネーター事業
子育て支援センター
一時預かり事業
ファミリーサポートセンター事業
基幹相談支援センター
家計改善支援事業

11,772
15,437
3,921
1,650
50

15,750
20,000
11,941
2,934
4,360
16,800
3,489

（単位：千円）

単位：千円
（サービス区分間繰入17,675千円含む）

令和5年度一般会計決算
千円182,617

決算について

収入

支出

事
業
報
告
に
つ
い
て

　

本
年
度
は
、本
会
の
活
動
指
針
で
あ
る「
第
５
次
地
域
福
祉
活

動
計
画（
５
ヵ
年
計
画
）」の
１
年
目
に
あ
た
り
、そ
の
基
本
理
念
で

あ
る「
魅
力
か
が
や
き　
あ
た
た
か
い
絆
の
あ
る
ま
ち　
貝
塚
」の

実
現
に
向
け
て
、地
域
住
民
や
福
祉
活
動
を
行
う
関
係
団
体
と
連

携
を
緊
密
に
図
り
な
が
ら
、地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
へ
の
見

守
り
等
、
年
間
21
回
実
施
。

　
日
用
品
や
食
品
、
市
内
の
障

害
（
児
）
者
施
設
・
作
業
所
の

菓
子
や
授
産
製
品
な
ど
を
お
届

け
し
、
声
か
け
、
見
守
り
を
実

施
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
新
規
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
立
ち
上
げ
に
伴
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
を
行
っ
た
ほ
か
、

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
福
祉
施

設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を

行
っ
た
。

移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
移
動
が
困
難
な
高
齢
者
や
障

害
者
な
ど
を
対
象
に
実
施
。

　

２
台
の
送
迎
車
輌
を
運
行

し
、
延
べ
７
８
０
回
の
利
用
。

高
齢
者
等
安
否
確
認
事
業

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
を

対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
電
話
で
の
安
否
確
認
を
実

施
。
利
用
登
録
者
は
16
名
。

第
25
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
貝
塚

　
令
和
６
年
３
月
23
日
に
、
コ

ス
モ
ス
シ
ア
タ
ー
で
開
催
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
関
係
者
、
市
民

な
ど
約
５
５
０
名
が
参
加
。

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方

が
、
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を

お
く
れ
る
よ
う
、
70
名
の
契
約

者
に
き
め
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
を

実
施
。

子
育
て
支
援
関
連
事
業

　
フ
ァ
ミ
リ
サ
ポ
ー
ト
事
業
で

は
、
７
０
８
件
の
支
援
を
行

い
、
講
座
・
交
流
会
を
12
回
開

催
。
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

で
は
、
つ
ど
い
の
広
場
を
延
べ

４
８
２
３
名
が
利
用
。
一
時
預

か
り
事
業
で
は
、
延
べ
４
９
２

名
が
利
用
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
配
置
促
進
事
業

　
様
々
な
生
活
課
題
を
抱
え
る

か
た
を
諸
制
度
や
専
門
機
関
に

つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
個
別
支
援
や
地
域
づ
く
り
を

一
体
的
に
行
う
た
め
の
「
拡
大

地
域
ケ
ア
会
議
」
を
延
べ
３
５

４
回
開
催
。

障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
障
害
に
関
す
る
総
合
相
談
や

専
門
相
談
、
個
別
相
談
１
９
７

名
を
は
じ
め
、
地
域
の
相
談
支

援
体
制
の
強
化
に
向
け
た
取
り

組
み
、
地
域
移
行
・
地
域
定

着
、
権
利
擁
護
・
虐
待
防
止
へ

の
支
援
、
障
害
者
自
立
支
援
協

議
会
の
企
画
運
営
な
ど
を
実

施
。

啓
発
宣
伝

○
機
関
紙｢

社
協
か
い
づ
か｣

を

年
６
回
全
戸
配
布
し
、
あ
わ
せ

て
視
覚
障
害
者
向
け
音
声
版

「
声
の
広
報
」
を
発
行
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
っ
た
。

第
29
回
社
会
福
祉
総
会

　
令
和
５
年
11
月
18
日
、
市
民

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
関
係

者
１
４
０
名
が
参
加
。

財
源
の
確
保

○
社
協
会
員
会
費
収
入

　
１
０
５
４
万
１
千
円
。

○
共
同
募
金

　
５
９
９
万
９
千
円
の
実
績
を

あ
げ
、
前
年
度
実
績
に
よ
り

５
３
１
万
５
千
円
の
配
分
を

受
け
た
。

○
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　
１
５
５
万
２
千
円
の
実
績
を

あ
げ
、
前
年
度
実
績
に
よ
り

１
５
８
万
９
千
円
の
配
分
を

受
け
た
。

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　
福
祉
資
金
６
件
、
教
育
支
援

資
金
16
件
、
緊
急
小
口
資
金
８

件
の
申
請
を
受
付
。
ま
た
令
和

４
年
に
終
了
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
例
貸
付
の

償
還
猶
予
・
償
還
免
除
等
の
窓

口
相
談
を
１
６
７
件
受
付
。

手
話
で
自
由
に
話
せ
る
社
会
に

 
録
し
、
市
の
行
事
や
個
人
の

通
院
や
学
校
行
事
等
で
活
躍

し
て
い
る
会
員
、
手
話
歴
に

関
わ
ら
ず
一
緒
に
学
ん
で
い

ま
す
。

　
平
成
30
年
に
「
貝
塚
市
手

話
言
語
条
例
」
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
多
く
の
方
に
手
話

と
い
う
言
語
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
聴
覚
障
害
者
が
ど
こ

で
も
手
話
で
自
由
に
話
せ
る

社
会
に
な
る
こ
と
を
願
い
、

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
手
話
を
や
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

社 協 会 員 募 集
令和6年度

◎会員（愛称：いきいきサポーター）になって
　地域福祉活動を応援してください‼

＊会費（年額） ・ 一般会員（１口）１，０００円
  　 ・ 賛助会員（１口）５，０００円

　貝塚市社会福祉協議会（略して「社協」）は、だれもが住
み慣れた地域で安心して暮らすため、住民自身による“福祉
のまちづくり”を推進するための民間団体です。
　きめ細かな地域福祉活動を継続して行うためには、安定
した活動資金を確保することが必要です。
　会員募集に、みなさまのご協力をお願いします。

※個別にご協力いただく場合の申込方法
①窓口申込 社協事務局で受付しております。
②ゆうちょ銀行口座名義 社会福祉法人 貝塚市社会福祉協議会　口座番号 00930-3-174735
＊振替用紙の通信欄に「氏名、住所、（校区名）、連絡先」をご記入ください。
　（校区名をご記入いただいた場合は、校区に７０％還元いたします）

70％は地区に還元
　ご協力いただいたみなさ
んの会費は、いったん市社
協で集約し、実績に応じて
50％を福祉委員会事業へ、
20％を小地域ネットワーク
事業として各地区福祉委
員会に還元します。
　残り30％を社協事業に
有効活用させていただきます。

◎会費の使いみち
地区福祉委員会では… 市社協では…
◯独自ふれあい訪問
◯地域の環境美化運動
◯登下校時の子どもの見守り
◯防災研修・防災訓練の実施
◯福祉委員会だよりの発行
◯校区ボランティアの育成
◯青少年・障害者など分野別研修会
◯小地域ネットワーク活動の推進（いきいき 
サロン活動・見守り・声かけ活動など）

◯ふれあい訪問事業
◯移送サービス事業
◯高齢者等安否確認事業（あんしんコール）
◯車椅子・擬似体験装具の貸し出し
◯ボランティアセンターの運営
◯学童ボランティアの育成
◯障害者団体等へ事業費助成
◯地域福祉活動計画事業の推進
◯広報紙の発行 ほかほか

～移送サービス「らく楽便」～７月は「愛の血液助け合い運動」月間です

　社協では、一般の公共交通機関を利用することが困難な体の不自由
なかたや高齢者の外出を支援し、住み慣れた地域で暮らし続けられる
ことを目的に移送サービス事業を実施しています。
　利用の需要が高まる一方、運転ボランティアが不足しています。ぜ
ひ、運転協力者登録にご協力下さい。ボランティア活動に興味のある
方は気軽にお問い合わせさい。

　毎年７月に「愛の血液助け合い運動」月間を実施しています。本運動を
通じて、国民一人ひとり、特に若い世代に献血へのご理解とご協力を呼び
かけます。献血は命を救う身近なボランティアです。
　ぜひ、献血のご協力をお願いいたします。
献血の安全性を高めるため、400ミリ
リットルの献血が求められています。
対象は男性17～69歳・女性18～69歳
で、いずれも体重50キログラム以上
のかたです。（65歳以上の献血は60
～64歳までに献血経験がある方）

社協が所有する車（軽四自動車）で、利用者宅から外出先への送迎を行います。
乗降介助は行いません。また、買い物先での介助などは行いません。
ただし、車いす利用者に対しては、車両への乗降支援を行います。
概ね70歳までのかたで、普通運転免許を取得しているかた。
協力者には、1回の送迎（90分程度）に500円の謝礼金をお渡しします。

活動内容

募集要件

申し込み
問合せ先 貝塚市社会福祉協議会　☎ ４３９‒０２９４　ＦＡＸ ４３９‒００３５

「助けたい　思いが届く　献血で」

問合せ先　貝塚市社会福祉協議会　☎ ４３９-０２９４

運転ボランティア大募集！！

謝　　礼

活 

動
し
て
い
ま
す

愛の献血
日付 7月20日（土）
場所 イオン貝塚
時間 10時～12時、13時～16時30分
日付 ９月7 日（土）
場所 コープ貝塚
時間 10時～12時、13時～16時30分

善意の預託ありがとう
（令和6年4月16日～6月15日）<敬称略>
高橋　あかり　　　歯ブラシ200本、デンタルクロス200本


